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40  a より、直線 RQと aL が第 1象限で交差する条件は、 

aL の切片が 2より大きいことであるから 2
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ここで、M の座標を求めると 
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T は、三角形OAM の面積と、三角形OQM の面積の和であるから 
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20  a のとき 0)(  af であるから、 )(af は単調増加。 20  T  

したがって、 Tr 26  より 62  r  

),( mr の存在範囲は、放物線 1
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m の、 62  r の部分である。 

図示すると右図の通り。 
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